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    《なかよく・かしこく・たくましく》 
 

令和 2 年 11 月 20 日（金）no.34 文責：上田 
 

  愛情の水やりを 18 日就学時健診  

  18日(水)午後、来年度の入学予定児童の就学時健診(内科・歯科・聴力・視力検査、面

談、保護者説明会)が行われました。就学時健診は、新入児の心身の健康状態について把

握し、入学に向けた準備のスタートとして例年行っているものです。長子の就学となると、初

めて山西小に来校されるという保護者・新入児もいます。 

  保護者説明会の校長あいさつの中で、『愛情の水やりを』と題して、保護者に、以下のよ

うな話をしました。現在、本校に子どもが通っている保護者の皆さんにもお伝えしたいことで

すので紹介します。 

「・・・・高校や大学などで子育てについて学んできたという方は 

ほとんどいないと思います。子育ては、子の成長とともに進む親 

の学びでもあります。・・・愛情が心の根っこに伝わらなければ、子 

どもの心は”渇き”、寂しさや不安を覚えます。また、過剰な期待 

や過干渉、価値の押しつけは、子どもの心に”根腐れ”をまねき 

子どもの怒りとなって現れます。・・・共感しながら話を聞き、笑顔でほめ、感謝を伝える、そし

て普段からスキンシップを図ることが大切です。・・・・山西小学校の先生方は、自分に誇りを

持てる人、他人に救いの手をさしのべる人、まちがいから学べる人に、子どもたちが成長で

きるよう温もりをもって粘り強く指導しますので、ご安心ください。」 

  教育長先生のあいさつでは”個別最適化”された新たな教育がスタートしているという

話がありました。今の小学生の子どもたちが社会の中心となっている時代は、私たち現在の

大人からすると”答えなき時代”予測不能な時代だという人もいます。そんな時代を生き

抜く子どもを育てるには、家庭という土台が大切であることはこれからも変わることはないと

思います。学校と家庭とが信頼で結ばれた子育てをしていきたいと思います。 

  新型コロナウイルス感染症  あらためて感染予防策の徹底を 
全国で連日、最多の感染者数の報告が続いています。県下でも複数のクラスター(集団

感染)が発生し、19 日までにのべ 943 名の感染(死者 11 名)が報じられています。明日

からの 3連休、ご家族で十分に注意をいただき感染予防をお願いします。 

マスクの着用、手洗いの励行、3 密をさけた行動などの基本的な感染予防策を実践して

いただくよう重ねてお願いします。 
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運動場北側のサザンカが満開で

す。 

 


